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主 な 記 事

3.15大弾圧80周年・同盟創立40周年
再び戦争と暗黒政治を許さぬ政治を

わ
が
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
の
は
一
九
六
八
年
三
月
十
五
日
、
こ
と

し
で
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
八
〇
年
前
の
こ
の
日
は
治
安
維
持
法
に
よ
る
三
・
一
五
大
弾

圧
の
日
で
す
。
治
安
維
持
法
は
一
九
二
五
年
か
ら
廃
止
さ
れ
る
敗
戦

後
ま
で
二
〇
年
間
、
国
は
戦
争
に
反
対
し
、
民
主
主
義
を
求
め
、
抵

抗
し
た
す
べ
て
の
人
々
を
「
国
体
」
に
反
す
る
と
し
て
逮
捕
・
検
束

し
、
そ
の
名
誉
と
人
権
を
蹂
躙
し
ま
し
た
。
戦
後
六
三
年
へ
た
今
日
、

四
月
の
横
浜
事
件
最
高
裁
の
「
免
訴
」
判
決
に
も
み
る
よ
う
に
、
国

は
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
た
い
す
る
過
去
の
過
ち
を
認
め
ず
、
自
ら

の
「
名
誉
回
復
」
を
放
棄
す
る
国
際
的
に
も
恥
ず
べ
き
歴
史
認
識
に

立
っ
て
い
ま
す
。

同
盟
は
結
成
以
来
、
「
政
府
は
治
安
維
持
法
が
悪
法
で
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
」
「
弾
圧
犠
牲
者
の
全
容
を
調
査
し
」
「
謝
罪
と
賠
償
を

求
め
る
」
国
会
請
願
署
名
を
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
日
、
憲
法
改
悪
に
反
対
す
る
声
は
全
国
に
ひ
び
き
わ
た
り
、
国

民
が
政
治
を
動
か
す
と
い
う
新
し
い
展
望
が
開
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。

総
選
挙
も
間
近
の
政
局
。
憲
法
九
条
を
守
る
国
づ
く
り
へ
、
国
と
地

方
の
政
治
に
同
盟
の
要
求
を
支
持
す
る
力
を
大
き
く
躍
進
さ
せ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

２４５６７７８

「治安維持法の犠牲者と語り合うつどい」に参加された犠牲者の皆さん



「
つ
ど
い
」
で
の
発
言
の
あ
ら
ま
し

旧
制
二
高
（
現
・

東
北
大
学
）
の
二

年
生
の
時
（
一
九

三
一
年
九
月
）

「
満
州
事
件
」
が
起
き
た
。
そ
の
時
、

社
会
科
学
研
究
会
に
加
入
し
、
社
会
変

革
の
理
想
に
燃
え
て
活
動
、
三
三
年
三

月
、
共
産
青
年
同
盟
加
盟
が
発
覚
し
て
、

卒
業
目
前
に
退
学
処
分
。
三
六
年
９
・

11
事
件
で
治
安
維
持
法
違
反
に
よ
り
懲

役
二
年
、
執
行
猶
予
五
年
。

今
日
ま
で
節
を
曲
げ
ず
、
挫
折
し
な

い
で
来
ら
れ
た
の
は
何
か
。
資
本
主
義

の
矛
盾
、
日
本
の
現
状
を
学
び
、
科
学

的
社
会
主
義
の
信
念
を
養
っ
た
こ
と
。

行
動
の
な
か
で
培
わ
れ
た
同
志
愛
は
、

人
間
と
人
間
と
の
む
す
び
つ
き
で
一
番

尊
い
も
の
。
家
族
と
の
結
び
つ
き
、
そ

し
て
家
庭
が
私
を
支
え
て
く
れ
た
。

名
古
屋
の
ノ
ー

リ
ツ
自
転
車
製
作

所
に
入
社
。
三
三

年
一
九
歳
の
時
、

職
場
に
労
組
を
つ
く
ろ
う
と
ビ
ラ
を
二

回
工
場
に
ま
き
、
科
学
的
社
会
主
義
の

学
習
を
し
た
こ
と
が
治
安
維
持
法
違
反

で
二
〇
〇
人
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
逮

捕
。
熱
田
・
千
種
・
昭
和
の
三
警
察
を
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日
中
平
和
条
約
30
周
年

記
念
の
「
沙
飛
（
さ
ひ
）
」

が
と
ら
え
た
日
中
戦
争
を

参
観
。
日
本
帝
国
主
義
の

侵
略
戦
争
の
時
代
を
八
路

軍
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し

て
と
ら
え
た
貴
重
な
写
真
展
で
す
▼
困

難
を
克
服
し
て
人
民
と
と
も
に
侵
略
軍

と
敢
然
と
た
た
か
う
八
路
軍
。
置
き
ざ

り
に
さ
れ
た
日
本
少
女
〈
栫
（
か
こ
い
）

美
穂
子
さ
ん
〉
と
情
理
を
尽
く
し
た
書

簡
と
共
に
日
本
軍
へ
届
け
た
聶
栄
臻

（
じ
ょ
う
え
い
し
ん
）
将
軍
と
の
四
〇

年
後
の
劇
的
な
再
会
。
臨
終
の
魯
迅
の

写
真
な
ど
、
驚
き
と
涙
な
し
に
は
見
ら

れ
ぬ
も
の
で
し
た
▼
「
生
き
て
虜
囚
の

…
」
と
た
た
き
こ
ま
れ
た
日
本
兵
捕
虜

の
複
雑
な
表
情
、
や
が
て
真
実
を
悟
り
、

明
る
い
表
情
で
反
戦
の
戦
列
へ
。
日
本

の
起
し
た
不
正
義
の
戦
争
は
、
た
と
え

対
米
英
戦
闘
が
な
く
て
も
敗
北
の
運
命

を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
と
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
▼
六
〇
余
年
前
、
空
腹
と
連

日
の
空
襲
の
疲
れ
を
こ
ら
え
て
通
っ
た

思
い
出
の
工
場
近
く
の
Ｊ
Ｒ
大
崎
駅
前

の
会
場
Ｏ
（
お
ー
）
美
術
館
を
、
深
い

感
慨
を
抱
き
な
が
ら
後
に
し
た
の
で
し

た
。
（
巽
）

同
盟
中
央
本
部
は
四
月
十
三
日
、

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
と
体
験
を
語

り
合
う
つ
ど
い
」
を
、
東
京
・
平
和

と
労
働
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
全
国
か

ら
約
一
三
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
三
・
一
五
大
弾
圧
八
〇
周

年
・
同
盟
創
立
四
〇
周
年
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
「
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒

政
治
を
許
さ
な
い
」
決
意
を
新
た
に

し
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

神
戸
照
会
長
代
行
が
開
会
あ
い
さ

つ
。
「
政
府
は
侵
略
戦
争
反
対
、
民

主
主
義
と
自
由
を
求
め
る
人
た
ち
を

迫
害
し
、
虐
殺
八
〇
人
、
拷
問
に
よ

る
獄
死
一
六
〇
〇
人
、
逮
捕
は
数
十

万
人
に
の
ぼ
る
が
、
犠
牲
者
・
遺
族

は
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
同
盟

活
動
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

画
家
の
永
井
潔
、
大
阪
市
立
大
学

名
誉
教
授
の
林
直
道
、
宮
城
・
大
川

芳
夫
、
愛
知
・
荒
川
次
郎
、
大
阪
・

西
川
治
郎
、
千
葉
・
山
下
懋
、
北
海

つ
と
む

道
・
菱
谷
良
一
、
松
本
五
郎
、
神
奈

川
・
水
谷
安
子
、
東
京
・
市
吉
澄
枝

の
各
氏
が
、
戦
前
・
戦
中
の
特
高
に

よ
る
過
酷
な
弾
圧
と
の
た
た
か
い
の

体
験
を
語
り
、
命
あ
る
か
ぎ
り
平
和

の
た
め
に
た
た
か
う
熱
い
決
意
を
の

べ
ま
し
た
。

戦争と暗黒政治許さぬ
同
盟
創
立
40
周
年
記
念
の
集
い

治
維
法
犠
牲
者
が
体
験
語
る

共
産
青
年
同
盟
加
盟
で
退
学
処
分

宮
城
・
大
川
芳
夫
さ
ん
（
96
）

労
組
結
成
の
ビ
ラ
ま
き
で
逮
捕

愛
知
・
荒
川
次
郎
さ
ん
（
95
）



タ
ラ
イ
回
し
で
一
〇
か
月
留
置
（
一
・

二
八
事
件
）
。
二
〇
歳
で
召
集
を
受
け
、

身
柄
は
憲
兵
隊
に
移
さ
れ
中
支
方
面
へ

派
遣
。
終
戦
一
ヵ
月
前
に
満
洲
・
関
東

軍
へ
。
終
戦
と
同
時
に
、
ソ
連
軍
捕
虜

と
し
て
ア
ン
グ
レ
ン
で
重
労
働
。
三
年

間
抑
留
生
活
。
二
人
で
反
軍
・
民
主
化

闘
争
を
組
織
し
て
た
た
か
う
。

日
本
戦
闘
的
無

神
論
者
同
盟
＝

「
戦
無
」
は
、
蔵

原
惟
人
の
指
導
で

三
一
年
一
一
月
に
結
成
。

三
二
年
か
ら
常
任
に
。
三
四
年
二
月

末
、
夫
婦
と
も
に
逮
捕
。
タ
ラ
イ
回
し

の
末
十
二
月
起
訴
、
市
ヶ
谷
に
収
監
。

三
五
年
五
月
仮
出
所
。
同
年
治
安
維
持

法
違
反
で
懲
役
二
年
執
行
猶
予
三
年
の

判
決
。
三
八
年
九
月
大
阪
・
新
町
署
に

逮
捕
、
翌
年
四
月
ま
で
拘
留
、
起
訴
。

理
由
は
執
行
猶
予
中
に
転
向
者
達
と
交

渉
が
あ
っ
た
こ
と
。
予
審
判
事
は
「
こ

ん
な
事
件
」
と
仮
出
所
を
許
可
。
こ
れ

に
検
察
が
激
怒
し
、
治
安
維
持
法
違
反

で
実
刑
二
年
の
判
決
。
四
〇
年
十
月
か

ら
堺
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
七

月
初
め
、
党
再
建

準
備
運
動
の
末
端

に
連
な
っ
た
と
し

て
、
治
安
維
持
法

違
反
で
検
挙
。
世
田
谷
署
、
四
谷
署
、

警
視
庁
な
ど
を
タ
ラ
イ
回
し
で
取
り
調

べ
。
特
高
が
用
意
し
た
美
術
家
の
ブ
ラ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
見
せ
ら
れ
て
驚
い
た
。
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
手
先
と
目
さ
れ
る
美
術

家
の
名
前
が
び
っ
し
り
と
並
ん
で
い
た
。

旧
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
連
盟
の
人
々

よ
り
も
シ
ュ
ー
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
系
の

画
家
や
評
論
家
の
名
前
が
多
か
っ
た
。

ソ
連
の
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
と
対
立

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
手
先
な
ど
で
あ

る
は
ず
は
な
い
。

こ
の
頃
は
、
共
産
党
に
的
を
絞
っ
た

弾
圧
の
時
代
と
は
や
や
印
象
が
違
っ
て

い
た
。
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
幅
は
極

め
て
広
い
。

こ
の
運
動
は
、
人
間
性
と
人
権
を
蹂

躙
し
た
国
家
犯
罪
に
対
抗
す
る
広
範
な

統
一
戦
線
運
動
で
あ
る
べ
き
だ
。

旭
川
師
範
学
校

を
卒
業
（
一
九
四

〇
年
三
月
）
し
て

四
月
に
日
高
の
元

神
戸
小
学
校
に
赴
任
。
生
活
綴
方
連
盟

の
先
生
と
交
流
が
あ
り
、
紙
芝
居
を
ど

ん
ど
ん
作
っ
て
送
っ
て
く
れ
と
紙
と
絵

具
を
も
ら
っ
た
。
こ
れ
を
教
育
集
会
で

も
実
演
、
子
ど
も
た
ち
の
中
へ
は
い
り
、

紙
芝
居
を
自
分
達
で
も
作
ろ
う
、
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
す
す
ん
で
い
ま
し
た
。

四
一
年
九
月
二
十
日
朝
、
逮
捕
。
当
日

夜
は
「
紙
芝
居
と
音
楽
の
夕
べ
」
で
し

た
。
私
は
馬
車
に
乗
せ
ら
れ
、
丁
度
登

校
時
間
だ
っ
た
の
で
生
徒
た
ち
が
帽
子

を
と
っ
て
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

四
三
年
十
一
月
四
日
公
判
で
、
懲
役
二

年
執
行
猶
予
四
年
の
判
決
を
う
け
た
。
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転
向
者
と
交
渉
し
た
ら
懲
役
二
年

大
阪
・
西
川
治
郎
さ
ん
（
99
）

こ
の
運
動
は
広
範
な
統
一
戦
線
で

東
京
・
永
井
潔
さ
ん
（
91
）

生
徒
と
紙
芝
居
作
っ
た
ら
逮
捕

千
葉
・
山
下
懋
さ
ん
（
87
）

同
盟
中
央
は
、
四
月
十
二
日
常
任

理
事
会
を
開
き
、
映
画
「
靖
国
」
上

映
に
対
し
自
民
党
議
員
や
靖
国
派
の

政
治
的
圧
力
に
対
し
、
強
く
抗
議
す

る
声
明
を
決
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
後
、

国
民
の
要
求
と
運
動
が
日
本
の
政
治

を
動
か
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
。
全

国
的
な
９
条
の
会
の
運
動
の
広
が
り

に
よ
っ
て
「
９
条
を
守
れ
」
の
声
が

改
憲
賛
成
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
映
画
「
母
べ
え
」

の
上
映
や
「
多
喜
二
ブ
ー
ム
」
の
中

で
、
治
安
維
持
法
と
同
盟
の
運
動
に

た
い
す
る
関
心
と
理
解
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
上
に
立
っ
て
今
年
は
、
３
・

15
弾
圧
80
周
年
、
同
盟
創
立
40
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ

り
、
五
月
十
三
日
の
国
会
請
願
と
40

周
年
記
念
行
事
、
そ
の
一
環
で
あ
る

「
創
立
四
〇
周
年
記
念
募
金
運
動
」

の
成
功
の
た
め
に
、
三
役
、
常
任
理

事
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
確
認
し
、

全
国
の
会
員
、
各
同
盟
組
織
に
よ
び

か
け
ま
し
た
。

同
盟
創
立
四
〇
周
年
、
３
・
15
弾
圧
八
〇
周
年
行
事
の
成
功
へ

四
月
中
央
常
任
理
事
会
開
く



旭
川
師
範
に
入

学
。
美
術
部
に
入
っ

て
自
由
に
語
り
、

学
ぶ
こ
と
の
喜
び

を
知
り
ま
し
た
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
研
究

会
、
紙
芝
居
研
究
会
、
レ
コ
ー
ド
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
に
参
加
。
こ
れ
が
、
国
策

批
判
で
、
国
体
変
革
・
治
安
維
持
法
で

検
挙
さ
れ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
。
四
一
年
九
月
二
十
日
早
朝
、
寄
宿

舎
で
拘
引
。
旭
川
署
に
留
置
。
零
下
三

〇
度
、
手
足
の
凍
傷
に
苦
し
み
な
が
ら

耐
え
た
。
一
年
余
の
取
り
調
べ
で
は
警

察
の
作
文
調
書
を
な
ぞ
る
の
み
。
翌
年

十
二
月
釈
放
。
公
判
で
は
懲
役
一
年
六
ヵ

月
執
行
猶
予
三
年
の
判
決
。
親
兄
弟
が

受
け
た
非
国
民
の
そ
し
り
が
辛
か
っ
た
。

旭
川
師
範
・
美

術
部
に
入
部
。
四

一
年
九
月
二
十
日
、

寄
宿
舎
で
特
高
に

よ
り
拘
引
。
そ
の
時
は
、
美
術
部
長
熊

田
満
佐
吾
先
生
の
参
考
人
出
頭
と
考
え

て
い
た
が
、
特
高
の
尋
問
に
接
し
、
い

か
に
甘
い
か
を
思
い
知
っ
た
。
共
産
主

義
を
信
じ
、
実
践
し
た
と
い
う
自
供
を

恫
喝
と
滑
稽
な
言
辞
で
調
書
を
で
っ
ち

あ
げ
ら
れ
捺
印
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

共
産
主
義
な
る
も
の
も
ロ
ク
に
知
ら
ず
、

ま
た
何
ら
の
不
法
運
動
に
も
か
か
わ
っ

た
訳
で
も
な
い
の
に
、
突
然
逮
捕
さ
れ
、

遮
二
無
二
「
れ
っ
き
と
し
た
主
義
者
」

に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
四

二
年
十
二
月
仮
釈
放
。
結
果
は
、
懲
役

一
年
半
、
執
行
猶
予
三
年
の
判
決
。

大
阪
商
大
予
科

に
一
九
三
二
年
入

学
。
先
輩
た
ち
が

次
々
戦
場
へ
駆
り

立
て
ら
れ
、
戦
死
の
知
ら
せ
が
報
じ
ら

れ
た
。
な
ぜ
戦
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
？

こ
れ
が
最
大
の
謎
だ
っ

た
。
三
七
〜
八
年
に
特
高
は
全
国
の
書

店
か
ら
社
会
科
学
書
を
押
収
、
入
手
に

苦
労
し
た
。
日
本
資
本
主
義
の
勉
強
に

よ
っ
て
、
こ
の
戦
争
は
不
正
義
の
侵
略

戦
争
で
あ
る
こ
と
が
少
し
づ
つ
理
解
で
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紙
芝
居
研
究
会
に
入
っ
た
ら
逮
捕

北
海
道
・
松
本
五
郎
さ
ん
（
87
）

特
高
に
主
義
者
に
仕
立
て
ら
れ
た

北
海
道
・
菱
谷
良
一
さ
ん
（
86
）

「
大
阪
商
大
事
件｣

と
は

大
阪
・
林

直
道
さ
ん
（
85
）

創
立
四
〇
周
年
記
念
「
特
別
募
金
」
の
訴
え

同
盟
会
員
の
皆
さ
ん

同
盟
は
今
年
三
月
十
五
日
、
創
立
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
四
〇
年
前
二
百
人

で
発
足
し
た
同
盟
は
、
今
は
一
万
数
千
名
の
会
員
に
継
承
さ
れ
、
「
ふ
た
た
び
戦
争

と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
毎
年
国
会
請
願
行
動
を
行
い
、

提
出
し
た
署
名
は
延
べ
七
百
五
十
万
筆
に
達
し
、
ま
た
「
国
に
た
い
し
て
謝
罪
・
賠

償
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採
択
し
た
地
方
議
会
は
三
五
〇
余
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

同
盟
創
立
四
〇
周
年
と
い
う
同
盟
運
動
の
新
た
な
発
展
を
め
ざ
す
様
々
な
記
念
事

業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
去
る
四
月
十
三
日
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
犠
牲
者
十
名
の

方
々
を
お
招
き
し
て
東
京
で
「
語
り
合
う
つ
ど
い
」
を
開
催
。
犠
牲
者
の
話
に
「
暗

闇
に
輝
く
光
を
見
る
思
い
」
「
今
の
平
和
の
重
み
が
胸
に
響
い
た
」
な
ど
参
加
者
か

ら
感
嘆
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
「
不
屈
」
紙
に
紹
介
し
て
き
た
「
抵
抗
の
群
像
」
を
ま
と
め
た

『
抵
抗
の
群
像
』
第
１
集
を
発
行
。
各
地
で
今
、
大
き
な
話
題
と
と
と
も
に
普

及
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
六
月
に
は
「
創
立
四
〇
周
年
記
念
講
演
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

を
東
京
で
開
催
し
ま
す
。

同
盟
会
員
の
皆
さ
ん

３
・
15
弾
圧
80
周
年
・
同
盟
の
創
立
40
周
年
を
意
気
高
く
迎
え
て

い
ま
す
。
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
そ
の
一
環
と
し
て
記
念
行
事
成
功

と
運
動
発
展
の
創
立
四
〇
周
年
記
念
「
特
別
募
金
」
を
訴
え
る
も
の
で
す
。
記
念
品

と
し
て
サ
イ
ン
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
送
り
ま
す
。
郵
便
振
替
で
振
り
込
み
さ
れ
る
か
、

同
盟
都
道
府
県
組
織
の
方
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
振
替

〇
〇
一
一
〇

―

六

―

九
七
七
九
三
◆

二
〇
〇
八
年
五
月

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
中
央
本
部



き
た
。
四
二
年
上
林
貞
治
郎
助
教
授
と

学
生
ら
に
よ
っ
て
帝
国
主
義
戦
争
反
対

と
社
会
科
学
研
究
の
ケ
ル
ン
組
織
が
つ

く
ら
れ
た
。
大
学
の
戦
争
礼
賛
講
義
の

出
席
義
務
付
け
に
は
、
反
対
運
動
が
激

し
く
盛
り
上
が
り
、
実
質
上
の
ス
ト
ラ

イ
キ
に
は
い
っ
た
。
満
鉄
調
査
部
員
の

検
挙
か
ら
始
ま
っ
た
検
挙
の
嵐
は
、
大

阪
商
大
の
教
員
四
人
、
卒
業
生
八
人
、

学
生
三
三
人
な
ど
計
四
六
人
が
逮
捕
。

大
阪
拘
置
所
は
商
大
ア
パ
ー
ト
と
化
し

た
。
獄
死
、
発
狂
各
三
人
、
釈
放
後
死

亡
二
人
な
ど
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。

こ
れ
が
「
大
阪
商
大
事
件
」
で
あ
る
。

富
山
女
子
師
範

二
年
生
の
時
、
後

の
憲
法
学
者
田
畑

忍
夫
人
ハ
ル
さ
ん

と
出
会
い
、
社
会
主
義
の
影
響
を
受
け

る
。
『
共
産
主
義
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
』
読
書
会

に
参
加
し
て
友
人
と
と
も
に
逮
捕
、
退

学
処
分
に
。
姉
を
頼
っ
て
上
京
。
関
東

消
費
組
合
加
盟
の
第
一
合
同
消
費
組
合

で
働
く
。
四
四
年
三
月
、
夫
の
水
谷
、

次
い
で
妹
、
さ
ら
に
本
人
が
逮
捕
。
理

由
は
、
姉
が
懇
意
に
し
て
い
た
近
所
の

未
亡
人
と
の
対
話
。
戦
争
の
大
本
・
天

皇
を
呪
い
、
天
皇
一
家
を
殺
し
て
も
飽

き
足
ら
な
い
、
と
言
っ
た
こ
と
が
不
敬

罪
で
栃
木
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。

終
戦
の
年
の
一

月
、
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー

ド
７
の
三
河
大
地

震
の
余
震
も
お
さ

ま
ら
な
い
二
十
七
日
、
岡
崎
で
航
空
機

工
場
の
寮
母
の
仕
事
中
、
千
葉
県
警
の

特
高
二
人
に
逮
捕
。
取
り
調
べ
は
「
お

前
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
だ
ろ
う
。
誰
と

付
き
合
っ
て
い
た
か
正
直
に
言
え
」
。

留
置
場
で
は
、
板
の
間
に
一
日
中
正
座
、

夜
は
汚
い
蚤
と
虱
の
巣
窟
・
せ
ん
べ
い

布
団
。
朝
起
き
る
と
、
服
の
縫
い
目
に

び
っ
し
り
と
血
を
吸
っ
た
虱
が
。
七
月

六
日
、
Ｂ
29
の
焼
夷
弾
が
警
察
署
を
襲

撃
。
留
置
人
は
仮
釈
放
さ
れ
た
が
、
私

は
一
人
防
空
壕
へ
。
や
が
て
そ
こ
へ
も

焼
夷
弾
。
若
い
巡
査
の
機
転
で
脱
出
し
、

九
死
に
一
生
。
八
月
二
十
四
日
突
然

「
家
に
帰
っ
て
よ
い
」
と
。
何
の
謝
罪

も
な
し
に
放
免
さ
れ
た
。

冥
土
ま
で
も
う
す
ぐ
で
す
よ
の
お
触

れ
な
る
「
後
期
高
齢
者
」
よ
く
ぞ
命
名

（
秦
野
市
・
浦
上
昭
一
）

懸
命
に
生
き
た
る
罪
か
人
間
の
枠
外

さ
れ
し
後
期
高
齢
者
（
熊
本
県
・
三
池

淑
恵
）

「
後
期
高
齢
者
」
言
わ
し
て
お
け
ば
言

う
も
の
ぞ
憤
然
と
し
て
春
の
雪
掻

く
（
伊
那
市
・
小
林
勝
幸
）

四
月
十
五
日
後
期
高
齢
者
千
三

百
万
人
の
う
ち
八
百
万
人
か
ら
新

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
前
後
の
朝
日
新

聞
の
「
朝
日
歌
壇
」
に
後
期

高
齢
者
の
怒
り
と
怨
み
の
歌

が
並
び
ま
し
た
。

選
者
の
一
人
佐
佐
木
幸
綱
は
四

月
二
十
一
日
付
の
選
評
で
「
先
週

と
今
週
、
『
後
期
高
齢
者
』
を
話

題
に
し
た
作
が
驚
く
ほ
ど
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
毎
年
二
千
億
円
を
超
え

る
社
会
保
障
関
係
費
と
り
わ
け
老
人
医

療
費
の
削
減
が
目
的
で
、
二
〇
一
五
年

ま
で
に
い
ま
よ
り
三
兆
円
、
二
〇
二
五

年
に
は
八
兆
円
財
政
支
出
を
減
ら
す
自

公
政
権
の
政
策
に
よ
る
も
の
。

家
族
扶
養
制
度
か
ら
切
り
離
し
、
七

五
才
以
上
、
千
三
百
万
人
全
員
か
ら
保

険
料
を
取
り
立
て
る
反
面
、
医
療
給
付

は
制
限
す
る
、
文
字
ど
お
り
「
や
ら
ず
、

ぶ
っ
た
く
り
」
の
冷
酷
非
情
な
制
度
。

政
府
・
厚
労
省
は
、
高
齢
者
は
①
治

療
が
長
引
き
病
気
も
併
発
し
が
ち
②
認

知
症
が
多
い
③
遠
く
な
い
う
ち
死
ぬ
な

ど
と
言
っ
て
、
い
わ
ば
枯
木
に
水

を
や
っ
て
も
ム
ダ
だ
と
切
り
捨
て

る
、
露
骨
な
老
人
虐
待
政
策
で
す
。

こ
の
「
平
成
の
う
ば
捨
て
山
」

と
い
わ
れ
る
老
人
虐
待
政
策
は
す

で
に
二
〇
〇
六
年
六
月
の
小
泉
政

権
下
で
の
包
括
的
な
「
医
療
制
度

抜
本
改
革
法
案
」
の
強
行
採
決
に

端
を
発
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
二
年
ご
と
算
定
さ
れ

る
仕
組
み
で
団
塊
の
世
代
の
高
齢

化
時
代
に
は
、
保
険
料
の
高
騰
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
火
の
粉
が
身
に
降
り
か
か
っ

て
き
て
、
い
ま
後
期
高
齢
者
は
だ
れ
も

怒
り
心
頭
で
す
。
憶
え
ば
後
期
高
齢
者

は
、
と
か
く
律
儀
で
投
票
率
の
高
い
保

守
支
持
層
で
し
た
。
自
公
政
権
は
そ
れ

ま
で
目
の
敵
に
す
る
と
は
。
相
つ
ぐ
悪

政
の
国
民
と
の
矛
盾
が
い
ま
あ
ら
わ
に

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
元
）
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天
皇
一
家
を
批
判
＝
不
敬
罪
逮
捕

神
奈
川
・
水
谷
安
子
さ
ん
（
94
）

マ
ル
ク
ス
主
義
者
だ
ろ
う
と
逮
捕

東
京
・
市
吉
澄
枝
さ
ん
（
84
）

時の焦点

後期高齢者の怒り
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広
島
県
呉
軍
港
に
お
け
る
日
本
共
産

党
の
海
軍
向
け
機
関
紙
「
聳
ゆ
る
マ
ス

ト
」
の
活
動
は
、
軍
隊
の
中
で
の
共
産

党
の
活
動
と
い
う
点
で
も
、
中
国
侵
略

戦
争
へ
の
反
対
闘
争
と
い
う
点
で
も
、

戦
前
の
党
史
上
で
画
期
を
な
す
た
た
か

い
で
す
。
ち
ょ
う
ど
満
州
事
変
（
一
九

三
一
年
＝
昭
和
六
年
）
さ
ら
に
上
海
事

変
（
一
九
三
二
年
一
月
）
と
い
う
中
国

侵
略
戦
争
が
本
格
化
す
る
な
か
で
の
軍

艦
内
で
の
反
戦
平
和
の
た
た
か
い
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
当
時
の
支
配
者
た
ち
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
た
た
か
い

の
全
体
は
、
山
岸
一
章
著
『
聳
ゆ
る
マ

ス
ト
』
（
一
九
八
一
年
刊
）
に
詳
し
く

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
聳
ゆ
る
マ
ス
ト
」
は
、
一
九
三
二

年
二
月
に
錦
織
彦
七
（
島
根
県
出
身
＝

一
九
四
一
年
獄
死
）
等
に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
、
「
赤
旗
」
と
と
も
に
軍
艦
内
に

持
ち
込
ま
れ
、
六
号
ま
で
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
阪
口
や
木
村
荘
重
（
戦
後
共
産

党
員
と
し
て
島
根
県
吉
部
村
長
＝
現
津

和
野
町
、
そ
の
後
離
党
）
ら
三
名
は
、

海
軍
の
中
に
「
社
会
科
学
研
究
会
」
を

つ
く
っ
た
こ
と
を
理
由
に
軍
を
除
隊
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
軍
隊

外
の
除
隊
組
と
現
役
の
水
兵
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
百
部
近
く
の
発
行
部
数
を
持

つ
反
戦
反
軍
の
共
産
党
新
聞
が
当
時
の

軍
艦
内
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
上
海
事

変
で
呉
港
か
ら
も
軍
艦
が
出
兵
し
ま
し

た
が
、
お
び
た
だ
し
い
戦
死
者
と
負
傷

者
を
出
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し

た
犠
牲
者
が
出
る
な
か
、
兵
士
た
ち
の

不
満
を
組
織
し
な
が
ら
、
反
戦
と
平
和

の
た
た
か
い
を
す
す
め
ま
し
た
。
一
九

三
二
年
十
一
月
に
特
高
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
、
二
十
数
名
が
逮
捕
さ
れ
て
、
除

隊
組
は
治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
四
名
が
、

現
役
組
は
軍
法
会
議
に
よ
っ
て
五
名
が

重
罪
に
さ
れ
ま
す
。
こ
の
中
に
は
山
口

と
い
う
現
役
水
兵
は
逮
捕
さ
れ
た
以
後
、

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
逮
捕
さ

れ
た
者
は
、
激
し
い
拷
問
に
も
か
か
わ

ら
ず
口
が
堅
く
「
赤
旗
」
一
部
と
「
聳

ゆ
る
マ
ス
ト
」
一
部
が
発
見
さ
れ
た
だ

け
で
圧
倒
的
部
分
を
弾
圧
か
ら
守
り
抜

い
た
点
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
内
謙
吉
は
、
こ
の
中
で
唯
一
人
の

山
口
県
出
身
の
現
役
水
兵
で
し
た
。
彼

は
一
九
〇
一
年
十
月
二
十
八
日
に
、
山

口
県
最
北
の
阿
武
郡
田
万
崎
村
（
現
萩

市
田
万
川
町
江
崎
）
で
生
ま
れ
、
萩
中

学
校
を
卒
業
し
て
海
軍
に
入
り
ま
す
。

軍
務
の
傍
ら
文
学
を
愛
し
、
満
州
事
変

が
始
ま
る
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
頃

よ
り
、
木
村
荘
重
の
影
響
の
下
で
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
に
目
覚
め
、
「
聳
ゆ
る

マ
ス
ト
」
の
最
初
か
ら
の
読
者
に
な
り
、

さ
ら
に
組
織
者
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

事
件
が
起
き
た
と
き
は
、
三
等
看
護
兵

曹
で
海
軍
十
年
の
経
験
を
持
つ
最
年
長

者
で
し
た
。
軍
法
会
議
で
懲
役
三
年
の

実
刑
を
受
け
、
非
転
向
で
た
た
か
い
、

山
口
刑
務
所
に
移
送
さ
れ
、
一
九
三
四

年
九
月
に
獄
死
し
て
い
ま
す
。

懲
役
三
年
の
懲
役
刑
を
受
け
る
木
村

荘
重
と
は
彼
が
病
院
に
入
院
す
る
の
を

機
に
知
り
合
い
、
た
た
か
い
を
と
も
に

し
ま
す
。
彼
の
義
妹
に
な
る
右
田
美
子

は
山
口
県
厚
狭
（
現
山
陽
小
野
田
市
）

出
身
で
派
遣
看
護
婦
と
し
て
「
聳
ゆ
る

マ
ス
ト
」
の
活
動
や
救
援
活
動
に
奮
闘

し
ま
す
。
宮
内
と
好
意
を
持
ち
合
い
ま

す
が
、
そ
の
彼
女
も
救
援
活
動
の
過
労

の
な
か
で
宮
内
に
先
立
つ
八
ヵ
月
前
に

二
一
歳
の
若
さ
で
命
を
落
と
し
ま
す
。

宮
内
謙
吉
は
国
賊
と
し
て
扱
わ
れ
、
郷

里
の
江
崎
で
は
一
家
が
移
住
し
て
墓
石

も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
岸
一
章
の
『
聳
ゆ
る
マ
ス
ト
』
が
発

行
さ
れ
た
直
後
に
、
共
産
党
の
努
力
で
、

兄
嫁
に
あ
た
る
北
畠
タ
ミ
ヨ
さ
ん
の
宅

に
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
そ
れ
が
こ
の
写
真
で
す
。

現
役
の
水
兵
で
懲
役
六
年
と
い
う
最

も
重
罪
を
受
け
た
岡
山
県
出
身
の
小
倉

正
弘
（
当
時
共
産
党
員
、
そ
の
後
改
姓

し
て
石
飛
正
弘
）
は
戦
後
日
本
共
産
党

に
再
入
党
し
て
山
口
県
光
市
で
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
同
盟
の
「
不
屈
」
山
口

県
版
に
当
時
の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た

が
、
こ
の
稿
も
彼
の
思
い
出
か
ら
多
く

を
と
り
ま
し
た
。
彼
も
す
で
に
故
人
に

な
り
ま
し
た
。
（
山
口
県
本
部
会
長
）

「
聳
ゆ
る
マ
ス
ト
」
と

反
戦
兵
士
宮
内
謙
吉

林

洋

武
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淡
々
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
言
ひ
と
こ
と
に
吸
い
込
ま
れ
る
思
い

で
読
み
ま
し
た
。

「
赤
旗
」
三
部
を
三
人
の
農
民
に
配
っ

た
だ
け
で
三
年
間
も
刑
務
所
に
入
れ
ら

れ
た
。
こ
の
一
つ
を
み
て
も
、
当
時
の

弾
圧
の
凄
ま
じ
さ
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

日
本
国
民
救
援
会
の
前
身
・
解
放
運

動
犠
牲
者
救
援
会
は
、
治
安
維
持
法
に

よ
る
三
・
一
五
大
弾
圧
が
加
え
ら
れ
た

そ
の
年
、
弾
圧
犠
牲
者
の
救
援
運
動
を

進
め
な
が
ら
結
成
総
会
を
開
い
た
の
で

し
た
。
創
始
者
の
一
人
・
太
田
慶
太
郎

さ
ん
が
、
「
明
日
は
逮
捕
さ
れ
る
身
で

あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
己
を
空

し
う
し
て
犠
牲
者
と
家
族
の
た
め
に
献

身
し
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
多
く
の
先

達
の
た
た
か
い
は
、
弾
圧
犠
牲
者
救
援

を
一
体
に
し
て

取
り
組
ん
だ
こ

と
、
そ
し
て
救

援
会
と
治
安
維

持
法
犠
牲
者
国

賠
要
求
同
盟
の
関
係
は
、
切
り
離
し
難

い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
深
く
理

解
さ
れ
ま
す
。

い
ま
、
侵
略
戦
争
を
美
化
し
な
が
ら
、

再
び
戦
争
を
す
る
国
へ
の
政
治
の
加
速

に
伴
い
、
警
察
は
、
国
民
監
視
の
網
を

強
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
情
報
活
動
つ
ま
り
民
主
勢
力

へ
の
ス
パ
イ
活
動
を
最
重
視
し
、
民
主

勢
力
の
言
論
活
動
と
組
織
破
壊
を
狙
っ

た
弾
圧
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

同
時
に
一
般
市
民
に
対
す
る
権
利
侵

害
事
件
も
激
増
し
て
い
ま
す
。

冤
罪
事
件
の
容
疑
で
逮
捕
し
た
青
年

を
床
に
ね
じ
伏
せ
て
、
頭
を
尻
で
押
さ

え
つ
け
て
「
特
高
警
察
を
知
っ
て
い
る

か
」
と
自
白
を
強
要
し
た
事
件
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
時
で
あ
る
だ
け
に
、

命
を
賭
し
て
た
か
っ
た
先
達
の
貴
重
な

体
験
記
で
あ
る
こ
の
本
が
、
私
た
ち
の

た
た
か
い
の
生
き
た
手
引
き
と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
多
く
の
人

び
と
に
普
及
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
定
価
一
五
〇
〇
円
）

同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

千
葉
県

高
沢
義
人

春
く
れ
ば
築
地
を
巡
り
拷
問
死
の
多
喜
二
に
誓
う
慣
わ
し
老
ゆ

な
ら

〈
評
〉
小
林
多
喜
二
が
゜
殺
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
三
年
二
月
二
〇
日
、
築
地
署
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
結
句
に
作
者
の
来
し
方
が
凝
縮
し
て
い
る
。

東
京
都

若
林
義
文

戦
争
に
片
肺
な
く
し
苦
し
み
つ
よ
く
ぞ
生
き
来
し
米
寿
近
く
も

〈
評
〉
戦
争
の
傷
を
負
い
な
が
ら
、
戦
後
長
く
生
き
て
来
た
こ
と
の
回
想
で
あ
る
、
「
つ

よ
く
ぞ
生
き
来
し
」
に
、
万
感
が
こ
も
っ
て
い
る
。

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

夫
の
手
術
無
事
に
終
り
て
夕
食
に
女
三
人
寿
司
五
人
前

〈
評
〉
年
を
重
ね
て
か
ら
の
手
術
ゆ
え
の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
喜
こ
び
。

静
岡
県

江
川
佐
一

太
々
と
九
条
ま
も
る
文
字
あ
り
き
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
で
友
の
名
を
見
る

〈
評
〉
展
覧
会
で
九
条
に
か
か
わ
る
文
字
表
現
を
し
て
い
る
友
へ
の
親
し
み
。

東
京
都

鈴
木
す
み
江

花
筏
ひ
と
た
び
揺
れ
て
堀
の
面
の
高
き
ビ
ル
影
小
さ
く
砕
く

〈
評
〉
「
花
筏
」
は
き
れ
い
な
言
葉
で
あ
る
。
水
の
面
を
よ
く
見
て
い
る
。

和
歌
山
県

中
平
喜
祥

「
後
期
高
齢
者
」
わ
れ
に
も
春
の
気
配
し
て
「
日
本
共
産
党
宣
言
」
を
読
む

〈
評
〉
「
春
の
気
配
し
て
」
と
は
若
々
し
い
気
持
ち
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

福
井
県

元
山
章
一
郎

桜
咲
く
校
舎
に
並
ぶ
入
学
児
希
望
に
み
ち
て
瞳
キ
ラ
キ
ラ

〈
評
〉
桜
の
も
と
で
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
小
学
校
一
年
生
の
喜
び
が
浮
か
ぶ
。

岐
阜
県

和
田
昌
三

遠
く
か
ら
仲
間
の
電
話
あ
り
党
候
補
者
の
市
議
選
当
選
の
喜
び
の
声

〈
評
〉
市
議
選
の
支
援
を
し
て
い
た
友
の
わ
が
こ
と
の
よ
う
な
喜
び
の
声
。

東
京
都

山
崎

元

目
を
伏
せ
る
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
の
若
者
も
「
派
遣
」
疲
れ
か
夜
の
地
下
鉄

〈
評
〉
派
遣
労
働
の
苛
酷
さ
を
作
者
は
夜
の
地
下
鉄
の
中
で
と
ら
え
て
い
る
。

注
・
毎
月
十
五
日
が
投
稿
締
切
日
で
す
。

書 棚

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
刊

『
抵
抗
の
群
像
』
を
読
ん
で

日
本
国
民
救
援
会
会
長

山
田
善
二
郎



ー
寄
贈
さ
れ
た
図
書
ー

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
小
林
多
喜
二
の
東
京
」

学
習
の
友
社

一
一
〇
〇
円

【
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
】

◇
同
盟
青
森
県
本
部

〒
〇
三
〇
ー
六
八
〇
一

青
森
市
長
島
二
丁
目
二
三
ー
五

（
民
青
会
館
内
）

電
話

〇
一
七
（
七
二
一
）
九
〇
一
八

F
A
X

〇
一
七
（
七
二
一
）
九
〇
一
九

◇
同
盟
神
奈
川
県
本
部

〒
二
二
一
ー
〇
八
二
三

横
浜
市
神
奈
川
区
二
ッ
谷
二
ー
九

Ｔ
・
Ｆ

〇
四
五
（
三
一
四
）
一
七
六
六

４
月
３
日

三
役
会
議

４
月
４
日

国
民
救
援
会
創
立
80
年
記

念
講
演
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

４
月
14
日

９
条
世
界
会
議
実
行
委

４
月
12
日

中
央
常
任
理
事
会
・
映
画

「
靖
国
」
上
映
妨
害
に
抗
議

４
月
13
日

同
盟
創
立
記
念
行
事
「
犠

牲
者
と
語
り
あ
う
つ
ど
い
」
開
催

４
月
21
日

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
「
守
る
会
」

第
四
回
総
会

４
月
23
日

国
際
人
権
活
動
代
表
者
会
議

４
月
27
日

故
中
西
三
洋
会
長
納
骨
式
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事

務

局

日

誌

『治安維持法と現代』
【主な内容】「3.15事件の連鎖ー小林多喜二に触れて」荻野富士夫、「わが郷土の3.15」
東京＝山崎元、大阪=柳河瀬精、京都=岡本康、愛知=田中邦雄、兵庫=佐野陽三、福岡=堺

広毅。「共産党事件の報告」第55回帝国議会衆院本会議秘密報告議事録。「3.15共産党弾

圧に対する質疑」衆院予算員会＝山本宣治、「青春時代・治安維持法で弾圧されてもなお、

平和と社会進歩のために闘い、いまなお闘いつづける人々」松崎濱子・大川芳夫、金森ひ

ろたか、立川義人の想い。「横浜事件再審・最高裁判決と同盟の任務」増本一彦、「山代

吉宗 その道」呑川泰司、「東京高裁が不当判決」荒川庸生、「司法は『権力の笛』を吹

くな」松井繁明など、学習材料が満載。

Ａ５版、定価１０００円、送料２１０円、各都道府県本部でお求めを。

2008年春季号
好評発売中

治安維持法と現代を結ぶ総合雑誌 企画・編集 治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟

3.15大弾圧80周年

同盟創立40周年

特
集

私
た
ち
は
女
性
部
（
な
の
は
な
の
会
）

の
皆
さ
ん
と
昨
年
十
一
月
に
近
く
に
あ

る
奥
村
秀
松
墓
（
治
安
維
持
法
犠
牲
者

―
大
阪
刑
務
所
で
獄
死
し
た
）
を
参
詣

し
ま
し
た
。
そ
の
近
く
、
五
〇
メ
ー
ト

ル
程
坂
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
尹
奉
吉

暗
葬
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
も
韓
国
の
旅
行
者
が
た
く
さ

ん
来
て
い
ま
し
た
。

尹
奉
吉
義
士
暗
葬
地
跡
の
碑
に
次
の

よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

〈
碑
文
大
要
〉

こ
こ
は
、
韓
国
独
立
運
動
の
英
雄
・

尹
奉
吉
義
士
（
一
九
〇
八
〜
三
二
）
が

暗
葬
さ
れ
て
い
た
地
で
す
。
尹
奉
吉
は

上
海
事
変
直
後
の
一
九
三
二
年
四
月
二

九
日
、
上
海
虹
口
公
園
で
行
わ
れ
た
旧

日
本
軍
戦
勝
祝
賀
式
典
の
壇
上
に
爆
弾

を
投
げ
日
本
軍
司
令
官
ら
を
殺
傷
し
ま

し
た
。

彼
は
そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
軍
法
会
議

で
死
刑
判
決
後
、
上
海
派
遣
軍
の
主
力

で
あ
っ
た
第
九
師
団
が
置
か
れ
て
い
た

金
沢
へ
連
行
さ
れ
、
一
九
三
二
年
十
二

月
一
九
日
、
内
川
村
三
小
牛
山
（
現
・

金
沢
市
野
田
山
墓
地
）
で
銃
殺
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
そ
の
遺
体
は
、
陸
軍
刑
法
通

り
に
処
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
道
路
で

あ
っ
た
こ
の
地
に
密
か
に
埋
め
ら
れ

（
暗
葬
）
、
目
印
も
無
い
ま
ま
十
三
年

間
、
何
も
知
ら
な
い
多
く
の
人
々
に
よ
っ

て
踏
み
つ
け
ら
れ
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

敗
戦
後
一
九
四
六
年
三
月
、
延
べ
二

〇
〇
人
余
の
在
日
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
、

遺
体
が
探
し
出
さ
れ
、
故
郷
に
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
韓
国
で
は
、

尹
奉
吉
義
士
と
よ
ば
れ
国
民
的
英
雄
と

し
て
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
で
す
。

（
石
川
県
本
部
会
長

北
口
吉
治
）

尹
奉
吉
（
ユ
ン
ボ
ン
ギ
ル
）

義
士

暗
葬
の
跡
碑


